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９月
定例会事業の中止・延期で７億円超の残

新型コロナの影響！令和２年度一般会計決算

第409回議会定例会のあらまし
　定例会は、９月１日から13日で開催しました。
　議案は、条例制定（土地改良事業基金）、条例改正（情報公開および個人情
報保護・都市計画税・家庭的保育事業・特定教育保育施設・子ども子育て会議）、
決算認定、補正予算、指定管理者の指定（児童館および学童・ちょっ蔵広場）、
工事請負契約、人権擁護委員の推薦、報告、陳情のほか、最終日に追加議案（新
型コロナ関連補正予算）、議員発議（米価下落対策）を審議しました。
　代表質問は３会派（清流・絆・晨光）、一般質問は１名が行いました。（関連記事P20～P23）
　決算審査は、決算特別委員会で審査しました。（関連記事P6～P9）

可決
原
案
全
て
を

令和２年度決算額　各会計別　総括表
予算項目 区分 予算額 決算額 比率

一般会計

歳入 151億1244万5000円 150億5795万8692円 99.64％

歳出 151億1244万5000円 143億4030万 982円 94.89％

差引 0円 7億1765万7710円

国民健康保険
特別会計

歳入 26億5860万6000円 26億8384万1145円 100.95％

歳出 26億5860万6000円 26億1979万8387円 98.54％

後期高齢者医療
特別会計

歳入 2億9264万3000円 2億8906万  14円 98.78％

歳出 2億9264万3000円 2億8670万4384円 97.97％

介護保険
特別会計

歳入 23億7487万3000円 23億8883万 561円 100.59％

歳出 23億7487万3000円 23億 400万3676円 97.02％

宝積寺駅西第一土地区画
整理事業特別会計

歳入 1億6084万9000円 1億5341万8975円 95.38％

歳出 1億6084万9000円 1億5327万2812円 95.29％

事業会計（この会計の収支額は、収益的収支額＋資本的収支額で記載しています。）

水道事業
収入 6億 306万5000円 5億9293万1959円 98.31％

支出 7億1879万0000円 6億8356万8348円 95.09％

下水道事業
収入 11億9291万3000円 12億 210万 912円 100.77％

支出 14億 432万0000円 13億6189万5910円 96.97％

全会計合計合計
歳入 223億9539万4000円 223億6814万2258円 99.87％

歳出 227億2252万6000円 217億4954万4499円 95.71％
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・
令
和
２
年
度

　
後
期
高
齢
者
医
療

　
特
別
会
計
決
算
認
定

反
対
討
論　
　
森
弘
子
議
員

内
容　
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
そ
の
も
の
に
反
対
。

・
ち
ょ
っ
蔵
広
場
・
宝
積

寺
駅
東
西
連
絡
通
路
指

定
管
理
者
の
指
定

反
対
討
論　
横
須
賀
忠
利
議
員

内
容　
指
定
管
理
者
を
非
公

募
で
選
定
し
、
ま
た
団
体
の

長
が
町
議
会
議
員
な
の
は
、

道
義
的
に
認
め
ら
れ
ず
反
対
。

※　

討
論
は
、
な
ぜ
賛
成
・
反
対

す
る
か
を
主
張
す
る
演
説
で
す
。

　

そ
の
理
由
を
述
べ
る
こ
と
で
他

の
議
員
に
も
賛
成
・
反
対
す
る
よ

う
に
促
す
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

賛
成
・
反
対
討
論

・
令
和
２
年
度

　
一
般
会
計
決
算
認
定

賛
成
討
論　
小
林
栄
治
議
員

内
容　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
、
経

済
活
動
の
支
援
を
図
っ
た
こ

と
に
町
の
努
力
が
見
れ
、
決

算
は
妥
当
。

反
対
討
論　
　
森
弘
子
議
員

内
容　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
推
進
に
反
対
、
ま
た
消

費
税
増
税
で
、
日
々
の
暮
ら

し
が
圧
迫
さ
れ
て
お
り
、
決

算
は
反
対
。

・
令
和
２
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決

算
認
定

反
対
討
論　
　
森
弘
子
議
員

内
容　
国
保
税
の
子
ど
も
へ

の
均
等
割
賦
課
と
、
低
所
得

者
に
滞
納
を
理
由
と
し
た
一

律
的
な
給
付
制
限
を
や
め
る

べ
き
こ
と
か
ら
反
対
。

・
機
器
導
入
支
援
補
助
金

　
町
内
飲
食
店
な
ど
で
、
感

染
防
止
対
策
機
器
の
設
置
を

支
援
す
る
た
め
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
施
設

　
飲
食
店
・
医
療
機
関
・
大

規
模
小
売
店
舗
な
ど

対
象
経
費

　

空
気
清
浄
機
・
オ
ゾ
ン
発

生
器
・
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
な
ど

補
助
額
（
上
限
）

・
空
気
清
浄
機
な
ど

５
万
円

・
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
な
ど

10
万
円

申
請
期
間

　
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら

　
令
和
４
年
２
月
28
日
ま
で

詳
し
く
は
、
町
産
業
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

℡
６
７
５
・
８
１
０
４

財
源
（
歳
入
）

・
国
庫
補
助
金

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
（
事
業
者
支
援
分
）

１
６
０
０
万
円

・
一
般
財
源
（
町
）

７
５
４
万
円

※
千
円
以
下
は
切
り
捨
て

歳
出

・
感
染
拡
大
防
止
対
策
強
化

事
業
者
支
援
事
業
費

２
３
５
５
万
円

事
業
内
容

・
営
業
時
間
短
縮
協
力
金

　
栃
木
県
の
「
営
業
時
間
短

縮
協
力
金
（
第
４
・
５
・
６

弾
）」
の
い
ず
れ
か
、
ま
た

は
全
部
の
支
給
を
受
け
た
町

内
飲
食
店
な
ど
に
、
１
店
舗

あ
た
り
５
万
円
を
町
か
ら
支

給
し
ま
す
。

申
請
期
間

　
令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら

　
令
和
4
年
1
月
31
日
ま
で

　
今
後
も
、
町
民
の
生
活
実

感
を
上
げ
る
こ
と
に
尽
力
し
、

課
題
を
詳
細
に
分
析
し
て
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
対
策

を
講
じ
、
町
民
と
協
働
し
て

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
事
業

の
選
択
と
集
中
を
図
り
、「
町

の
魅
力
を
感
じ
、
選
ん
で
も

ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

「
希
望
の
持
て
る
町
を
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
」
と
い

う
基
本
理
念
の
も
と
、
効
率

か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
に

努
め
る
よ
う
望
む
。

　
ま
た
、
収
束
の
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
災
害
な

ど
の
不
測
の
事
態
も
念
頭
に
、

的
確
な
財
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

監
査
委
員
の
総
括
意
見

　

令
和
2
年
度
の
一
般
会

計
・
特
別
会
計
の
歳
入
・
歳

出
差
引
額
は
、
8
億
６
９
０

２
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
お

り
、
財
政
力
指
数
も
０
．
７

８
８
で
、
財
政
の
健
全
性
の

保
持
が
さ
れ
て
い
る
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
で
、
予
定
さ
れ
て
い

た
事
業
の
中
止
だ
け
で
な
く
、

本
町
の
社
会
・
経
済
活
動
全

体
に
も
大
き
な
影
響
を
お
よ

ぼ
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、

地
域
経
営
計
画
を
丁
寧
に
進

め
、
各
分
野
で
「
く
ら
し　

高
ま
る　
た
か
ね
ざ
わ
」
を

目
指
し
た
町
政
運
営
を
行
い
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
図

ら
れ
て
き
た
と
認
識
す
る
が
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
行

に
よ
る
税
収
減
・
社
会
保
障

関
係
費
の
増
加
・
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
更
新
な
ど
、
多

額
の
費
用
が
確
実
に
見
込
ま

れ
る
。

事業の中止・延期で７億円超の残

町
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
町
づ
く

り
に
努
め
よ
！

神林監査委員 寺田代表監査委員

新
型
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！

感
染
拡
大
防
止
営
業
時
間
短
縮
協
力
・

機
器
導
入
事
業
者
に
協
力
金
・
補
助
金
を

追
加
議
案
（
一
般
会
計
補
正
）

議
案
に
対
す
る

　
　
　
議
員
の
主
張
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人
権
擁
護
委
員
は

　
　
こ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す

　
人
権
の
大
切
さ
を
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
考

え
て
も
ら
う
た
め
に
、
様
々

な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」と

い
う
被
害
者
か
ら
の
申
告
を

受
け
、法
務
局
員
と
協
力
を
し

て
、調
査
処
理
に
あ
た
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の

再
任
推
薦
に
同
意

　
任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁

護
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、

再
び
佐
藤
正
行
氏
を
法
務
大

臣
に
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

任
期

令
和
４
年
１
月
1
日
か
ら

令
和
６
年
12
月
31
日
ま
で

都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

改
正
の
内
容

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
町
民

生
活
の
負
担
軽
減
を
図
る
う

え
で
、
課
税
の
特
例
と
し
て

市
街
化
区
域
に
所
在
す
る
土

地
・
建
物
に
対
し
、
令
和
４

年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で

の
４
年
間
、
都
市
計
画
税
を

課
税
し
な
い
た
め
、
条
例
を

改
正
し
ま
す
。

　
こ
の
間
は
、町
税
が
減
収
と

な
り
ま
す
が
、本
町
の
財
政
規

模
を
見
直
し
、都
市
整
備
を

損
な
う
こ
と
な
く
運
営
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。

参
考

令
和
3
年
度
都
市
計
画
税
予
算
額

約
１
億
２
，
５
０
０
万
円

土
地
改
良
事
業
基
金
条
例
の
制
定

制
定
の
理
由

・
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
守
り
、
農
地
の
大
区
画

化
・
汎
用
化
等
に
よ
る
効
率
的
な
農
業
経
営
を
推
進
す
る
た

め
の
基
金
を
積
み
立
て
、
適
正
に
管
理
・
運
用
を
す
る
た
め

で
す
。

農
地
の
大
区
画
化
・

　
　
汎
用
化
で
何
が
？

　

複
数
の
田
ん
ぼ
を
集
約
し
、

広
い
田
ん
ぼ
に
作
り
替
え
る
こ

と
で
、最
新
鋭
の
大
型
機
械
が

導
入
で
き
、限
ら
れ
た
労
働
力

で
経
営
規
模
の
拡
大
が
可
能

に
な
り
、米
に
限
ら
ず
、小
麦

や
大
豆
な
ど
を
栽
培
す
る
場

合
も
、生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
大
区
画
化
と
同
時

に
、
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

化
、
水
田
転
換
畑
に
良
好
な

排
水
の
実
現
化
を
推
進
し
、

水
管
理
の
省
力
化
・
合
理
化

を
可
能
と
し
ま
す
。

　
水
田
の
汎
用
化
や
、
農
作

業
の
時
間
の
短
縮
に
よ
り
、

新
た
な
取
り
組
み
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

※
汎
用
と
は

　「
何
で
も
使
え
る
」
状
態
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
は
色
々
な
方
面
に
広

く
用
い
る
こ
と
。

発
展
的
な
農
業
経
営
の
転
換
へ

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
町
民
負
担
軽
減
？

わ
た
し
た
ち
の

　
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

農
地
の
大
区
画
化
・
汎は

ん
よ
う用
化
の
推
進
！

農
業
の
生
産
コ
ス
ト
削
減
へ

佐藤正行氏（伏久）

人権相談受付窓口

じんけん大使に委嘱されたタンタンとモモタン

啓 

発
相 

談
救 

済

農地の大区画化で作業効率アップに

出典：農林水産省ホームページ

※
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指
定
管
理
団
体
の
概
要

名
称

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
次
世
代
た
か
ね
ざ
わ
」

代
表
者

　
理
事
長　
阿
久
津　
正
道

所
在

　
高
根
沢
町
大
字
石
末

１
８
２
５
番
地

福
祉
セ
ン
タ
ー
内

設
立
年
月
日

　
平
成
22
年
6
月
１
日

指
定
管
理
施
設
の
概
要

児
童
館

・
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

・
き
の
こ
の
も
り

・
学
童
保
育
施
設

（
各
小
学
校
の
10
施
設
）

指
定
管
理
業
務
の
内
容

・
施
設
の
維
持
管
理
業
務

・
施
設
利
用
の
受
付

・
利
用
料
金
の
徴
収
・
減
免

　
還
付
に
関
す
る
業
務

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事　

　
業
の
実
施

・
児
童
の
遊
び
場
の
提
供

・
児
童
と
地
域
住
民
の
交
流

・
子
育
て
家
庭
へ
の
相
談

指
定
管
理
の
概
要

指
定
管
理
の
期
間

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
31
日

　
（
5
年
間
）

指
定
管
理
料
（
上
限
額
）

　
総
額
3
億
２
０
０
０
万
円

非
公
募
の
理
由

　
子
ど
も
に
対
す
る
き
め
細

や
か
な
対
応
な
ど
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
こ

れ
ま
で
の
運
営
状
況
が
良
好

で
あ
っ
た
た
め
。

指
定
管
理
団
体
の
概
要

名
称

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
「
ま
ち
づ
く
り

ち
ょ
っ
蔵
高
根
沢
」

代
表
者理

事
長　
野
中　
昭
一

所
在

　
高
根
沢
町
大
字
宝
積
寺

　
　
　
　
　
　
６
１
８
番
地

設
立
年
月
日

平
成
24
年
１
月
18
日

指
定
管
理
施
設
の
概
要

　
高
根
沢
町
ち
ょ
っ
蔵
広
場

・
ち
ょ
っ
蔵
ホ
ー
ル
＆
広
場

・
商
業
支
援
施
設

・
情
報
発
信
館

・	

機
械
式
有
料
駐
車
場
、
駐

輪
場　
な
ど

　
宝
積
寺
駅
東
西
連
絡
通
路

・	

自
由
通
路
＆
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
を
継
続

非
公
募
で
の
指
定
管
理
者
選
定
に

子どもたちの声がにぎわう「みんなの広場」

豪雨に対応できるインフラ整備
町道375号線（宝中）

今では高根沢町のシンボルに
（宝積寺駅ちょっ蔵広場）

指
定
管
理
の
概
要

指
定
管
理
の
期
間

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
31
日

　
（
5
年
間
）

指
定
管
理
料
（
上
限
額
）

　
総
額
９
０
１
９
万
円

業
務
内
容

・	

施
設
の
維
持
管
理

・	

施
設
利
用
の
受
付

・	

中
心
市
街
地活

性
化
の
支
援

・	

地
域
情
報
の
提
供　
な
ど

非
公
募
の
理
由

　

本
町
の
玄
関
口
で
あ
る
、

宝
積
寺
駅
に
近
接
す
る
施
設

の
維
持
管
理
や
、
中
心
市
街

地
活
性
化
の
支
援
、
地
域
情

報
提
供
な
ど
の
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
た
め
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
名

　
町
道
３
７
５
号
線

道
路
改
良
工
事

工
事
期
間

　
令
和
３
年
９
月
14
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
14
日

請
負
代
金８

億
６
７
万
４
千
円

工
事
請
負
業
者

株
式
会
社　
ア
ラ
イ
実
業

入
札
種
類

　
事
後
審
査
型
条
件
付

　
一
般
競
争
入
札

工
事
概
要

・
道
路
側
溝
の
布
設
替
え

・
集
水
桝マ
ス
設
置
（
４
基
）

・
仮
復
旧
舗
装
な
ど

　
雨
水
排
水
を
円
滑
に
す
る

た
め
、
約
２
３
５
ｍ
の
区
間

を
工
事
し
ま
す
。

工
事
の
た
め

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
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決
算
特
別
委
員
会

　
注
目
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク
＆
指
摘

決
算
審
査
概
要

　
令
和
２
年
度
決
算
審
査
は
、「
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

３
日
間
に
渡
り
全
議
員
で
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
は
、
事
前
通
告
制
を
基
本
と
し
、
10
名
の
議
員
で
94
項
目

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・

介
護
保
険
・
宝
積
寺
駅
西
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
）・
事
業
会

計
（
水
道
・
下
水
道
）
の
全
会
計
を
採
決
し
た
結
果
、
特
別
委
員

会
と
し
て
全
て
を
承
認
し
ま
し
た
。

財
　
　
政

財
源
確
保

税
　
　
制

一般会計　歳入・歳出全体決算
予算現額	 151億1244万5000円
決算額
　　　　　　歳入総額	 150億5795万8692円
　　　　　　歳出合計	 143億4030万 982円
　　歳入・歳出差引額	 7億1765万7710円
　※歳出の不用額	 4億2145万8018円

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で多
くの事業が中止または縮小となりました。
　行政は、財政が厳しいと議会に説明してきたので、補
正予算を計上する中で、事業精査を行い、不用額を出さ
ない財政管理が必要であることを指摘。
　今後は、年度内の執行管理をしっかり行うとのことで
した。

ふるさと納税寄付金
	 寄付額　349万4000円　　　寄付件数　　184件
　この制度は、「ふるさと」を応援したい・何かしたいと
いう想いを寄付金という形で実現できる制度です。
　寄付すると、所得税や住民税が一定限度まで控除され
ます。
　また、一定額以上の寄付をいただいた町外在住の方に
対して、地元特産品を贈呈します。

　元気あっぷむらグランピング宿泊券・とちぎの星・お酒・
農産物セットなどを新たに返礼品へ加えたことが、寄付
額増加の大きな要因であることがわかりました。
　しかし、人気返礼品の魚介類・肉・家電製品などの「地
場産品」が少なく、新たな返礼品の発掘・拡充に努め、
さらなる寄付額増加に繋げるよう意見しました。

都市計画税（目的税）
　　　　　　調　定　額	 1億3486万 468円
　　　　　　収入済額	 1億3171万2242円
　　　　　　税　　率	 0.15％
都市計画税額の算式
市街化区域の土地・家屋それぞれの課税標準額の合計

×
0.15％（税率）＝都市計画税額 

　徴収された税金は、どの事業の財源にしているのかを
確認しました。
　宝積寺南通り・西通り整備事業費などの都市計画道路
整備のほか、下水道事業会計出資金・都市公園整備・区
画整理事業特別会計繰出金などの財源として活用され、
目的税としてしっかり運用されていました。

議員のここチェック　

議員のここチェック　 議員のここチェック　
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美
　
　
化

動
物
愛
護

防
　
　
災

交
　
　
通

まち美化パートナー事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 15万1094円
　地域への愛着心と、まち美化に対する志民意識の高揚を
図り、町民・事業者との「協働によるまちづくり」を推進
することを目的に、ボランティアで公共空間の美化清掃等
を行う団体（登録制）を、町が支援する制度です。

問い合わせ　　町環境課　TEL：675-8109

　令和２年度中に登録団体が10団体増加し、現在20団体・
756人が活動しています。
　定期的に清掃活動が行われている場所では、ポイ捨て
や草の繁茂などに対する苦情が減少しており、事業の効
果は高いといえます。
　より多くの町民有志や企業が登録してもらえるよう、
さらなる周知を図っていくよう意見しました。

犬猫の不妊去勢手術費用助成事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 73万6000円
　犬・猫の無秩序な繁殖を抑制し、周囲への危害や迷惑
防止を図るとともに、動物愛護・管理の意識高揚を図る
ため、不妊・去勢手術の一部を補助しています。

　コロナ禍で在宅時間が長くなり、全国的に犬・猫を飼
う人が増加傾向にあったためか、助成件数は、前年度よ
り犬が10件、猫は38件増加しています。
　今後も適正な飼養を推進していくため、事業を継続し
ていくという町の意思が確認できました。
　助成事業に合わせ、適正飼育の啓発を強化するよう意
見しました。

ハザードマップ更新事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 408万5875円
　大規模な洪水・土砂災害の危険性や、大規模な地震が
発生した場合の被害発生地域・被害程度を予想し、避難
行動や災害への事前準備に関する情報をまとめた「防災
ハザードマップ」を作成しました。
　このマップを使い、防災について家族で話し合い、「マ
イ・タイムライン（個人の防災行動スケジュール表）」を
作成すると、防災行動を意識できます。

　防災に対する住民意識向上を図るためには、有効なも
のなので、全町民への周知徹底を引き続き図っていくよ
う意見しました。

デマンドバス運行事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 3299万6400円
　デマンド交通たんたん号とは、自宅などの希望する場所
から、目的地までの移動が可能なシステムで、利用するに
は事前の利用者登録や電話予約が必要となります。
利用料金　100円  運行時間　７：00～18：00
（保護者同伴の未就学児・町内在住の満80歳以上は無料）
  問い合わせ　　町地域安全課　TEL：675-8110

　１台増車して、５台での運行を行いましたが、新型コ
ロナの影響で年間利用者数は昨年度比約15％減少してお
り、混雑緩和の検証はできませんでした。
　また、新型コロナ対策は、運転手と利用者のマスク着用、
乗車時の検温実施、乗車人数を減らすことなどを行って
いることを確認しました。
　増車したことにより、乗車人数を減らしても、スムー
ズな運行となったようです。
　今後も、町民が安心して利用できるよう意見しました。

議員のここチェック　

議員のここチェック　

議員のここチェック　

議員のここチェック　

補助額（年度中、１世帯につき１頭まで）

種別 助成率 上限額
不妊手術 去勢手術

犬 手術費用の２分の１ 5000円 3000円猫 4000円
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健
　
　
康

福
　
　
祉

教
　
　
育

子
育
て
支
援

健康診査事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 1969万2302円
　健康診査は、生活習慣病の早期発見・予防をするため
の健康チェックで、町保健センターで行われています。
問い合わせ  町保健センター　TEL：675-4559
町ホームページから「くらしの情報」→「健康・福祉」
→「健康」→「健康診査（成人）」にて詳細確認を

　令和２年度は、緊急事態宣言により健診の日程変更を
行い、回数が２回減少。
　また、コロナ禍による受診控えがあったことが受診者
減少の原因と考えられるため、感染症対策を整え安心し
て受診できることを周知し、健康診査の目的を十分果た
せるよう意見しました。

地域力強化推進事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 512万8662円
　「地域共生社会」の実現を目指すには、地域で助け合う
仕組みを作り、地域住民や福祉に関連する団体・民間事
業者などと行政が協働した地域福祉を進める必要がある
ため、「たかねざわ幸せプラン」が策定されました。
　このプランにある施策を展開するための事業費です。

　介護などの福祉事業は、地域の支え合いが欠かせず、
どの様な事業展開をしてきたのか、確認しました。
　新型コロナ感染症対策のため、住民との協働を呼びか
ける取り組みを見送り、身近にできる見守り活動などを
行ってきたことを確認しました。
　コロナ禍においての地域の支え合いができる施策の検
討が必要であることを意見しました。

ＩＣＴ教育推進事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 2億2522万8290円
　児童生徒１人１台タブレット端末・全普通教室への電
子黒板等を整備。
　このほか、プログラミング教材の購入・タブレット端
末導入にあたっての技術支援委託（保守サービス）・既存
の児童生徒用パソコンリースなども含まれています。

　現在、授業等で活用が進んでおり、教職員のＩＣＴ活
用のスキルアップを目指し、令和２年度３月に研修会を
行いました。
　今年度は、夏季休業中に各学校で研修会を実施。
　一斉・協働・個別学習での活用方法などを学び、技能向
上に努めながら、授業等で実践を積み重ねているそうです。
　コロナ禍でのリモート授業などができるよう、意見し
ました。

赤ちゃんの駅設置推進事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 13万2000円
　おむつ替え・授乳ができる施設を赤ちゃんの駅として
登録し、広く公表することで子育て家庭の外出を支援し、
社会全体で子育てを応援する意識の醸成を図ることを目
的に、事業を推進しています。
　事業費は、案内看板作成に使用されました。
赤ちゃんの駅設置場所
町公共施設　４箇所　　町内事業所　６箇所

　現在、利用者へのアンケートを実施中であり、その結
果に基づき、より利用される「赤ちゃんの駅」となるよ
う努めていくとのことです。
　今後も、子育てがしやすい町になるよう、子育て世代
の声を聞き、施策反映につなげるよう意見しました。

議員のここチェック　

議員のここチェック　

議員のここチェック　

議員のここチェック　
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観
　
　
光

魅
力
発
信

農
　
　
業

創
業
支
援

道の駅たかねざわ
元気あっぷむら指定管理委託事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 4400万円
指定管理者　　株式会社塚原緑地研究所
指　定　期　間　　令和２年４月１日～令和７年３月31日
指定管理料　　２億2000万円（５ヵ年　年間4400万円）
管　理　内　容　　道の駅の運営、施設・設備の維持管理、
　　　　　　　および利用促進に関する業務

　令和２年４月にオープンした「道の駅たかねざわ　元
気あっぷむら」の事業効果を確認した結果、コロナ禍で
厳しい状況下でありましたが、商品や食材、催し物など
を通して、少しずつですが主体的に町の魅力を発信して
いました。
　町内の農業者・事業者・作家などと協同して、商品開
発やイベントの開催など、新しい魅力を創出する取り組
みも始まっている状況でした。

「とちぎの星」を活用したプロモーション事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 2200万円
　本町産の米「とちぎの星」が、大嘗祭で選ばれたこと
をきっかけとして、本町の関係人口増加や魅力発信のた
め、県内出身タレントの「石川恋さん」を活用した写真・
動画などによる広告宣伝事業を実施しました。

　事業効果は、「道の駅たかねざわ元気あっぷむら」にお
ける３項目を指標とし、
総売上高目標：１億円増に対し約6,900万円増
宿泊者数目標：3,000人増に対し約1,200人増
休日滞在人口目標：1,000人増に対し約700人増でした。
　目標を達成できなかった要因は、新型コロナ感染症に
よるものが大きかったようです。
　今後は、広告宣伝の継続と、町の魅力を再発見・精査
する事業を実施・調査し、令和４年度は関係人口の創出
や魅力あるまちづくりの実現に向け、イベント等の事業
を進めていくとのことでした。

農業人材力強化総合支援事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 1036万9886円
　次世代を担う農業者となることを目指す方に対し、就
農直後の経営確立を支援する資金を上限150万円（５年
以内）補助するもので、交付要件は、原則50歳未満の認
定新規就農者・独立自営就農、などが設定されています。
　令和２年度は、７名に補助。
　写真は、この事業を利用してアスパラ栽培を始めた山
本貴章さん。

　後継者不足・担い手確保に有効な事業かを確認しました。
　令和３年度も、継続的に支援を行っており、すでに新
規10名の就農相談を受けており、内５名は新規就農者と
して認定され、この支援は将来の本町農業の後継者不足
や、担い手確保の一助となっていることが確認できました。

クリエイターズ・デパートメント事業費
　　　　　　　　　　　決算額	 617万4284円
　小さなログハウス（５棟）が集まった、お試し創業施
設で、「高根沢町で創業したい」、「高根沢町で第二創業へ
挑戦したい」方々に、最大２年間を貸し出す事業です。
ログハウス１棟の利用料金：１ヵ月／10,000円
　　　　　　　　　　　　　共益費：無／補償金：無
  問い合わせ　町産業課　　TEL：675-8104

　事業効果としては、多目的広場を活用し「ソラシタ夜市」
の実施や、創業希望者などが駅前の賑わい創出に寄与す
るなどの効果がありました。
　また、課題としては町内に店舗利用できる物件が少な
く、町内での創業に繋がりにくい状況があり、ネット販
売や、元気あっぷむらへの委託販売など、店舗を持たな
い創業を示すことで継続した創業に繋げていけるよう支
援をしていく考えでありました。

議員のここチェック　

議員のここチェック　

議員のここチェック　

議員のここチェック　

第
４
０
９
回
定
例
会

決
算
審
査
陳
情
・
意
見
書
委
員
会
審
議
採
決
結
果
・
傍
聴
者
の
声

日
常
調
査
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
＆
豆
知
識

一

般

質

問

（9）（9）



陳
情
名

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地
方
税

財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出

提
出
者

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会

内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
、

甚
大
な
経
済
・
社
会
的
影
響

が
あ
り
、
地
方
財
政
は
財
源

不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況

に
い
る
。

　
地
方
自
治
体
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
・
地
方
創
生

・
防
災
減
災
対
策
・
社
会
保

障
な
ど
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ

て
お
り
、
地
方
財
源
の
充
実

が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
国

に
お
い
て
令
和
4
年
度
地
方

財
政
対
策
・
地
方
税
制
改
正

に
向
け
確
実
に
実
現
す
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
も
の
で
す
。

意
見
書
提
出
先

・
衆
議
院
議
長

・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣

・
内
閣
官
房
長
官

・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣

・
経
済
産
業
大
臣

・
経
済
再
生
担
当
大
臣

陳
情
名

　
国
に
対
し
「
刑
事
訴
訟
法

の
再
審
規
定
（
再
審
法
）
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

提
出
者

　
日
本
国
民
救
援
会

宇
都
宮
支
部

内
容

　
犯
罪
を
し
て
い
な
い
人
が
、

犯
罪
者
と
し
て
法
の
制
裁
を

受
け
る
こ
と
は
冤
罪
で
あ
り
、

こ
れ
を
救
う
た
め
の
再
審
請

求
が
あ
る
が
、
検
察
が
証
拠

を
隠
匿
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
再
審
規
定
の
改
正

を
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
意
見

・
冤
罪
は
決
し
て
あ
っ
て
は

な
ら
ず
、
再
審
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る

後
押
し
が
必
要
で
あ
る
。

・
専
門
性
の
高
い
手
続
き
の

改
正
内
容
の
た
め
、
国
に
お

い
て
議
論
す
べ
き
。

　
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
結
果

　

意
見
の
集
約
が
図
れ
ず
、

陳
情
提
出
者
か
ら
詳
細
を
聴

取
す
る
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

さ
ら
に
調
査
・
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
意
見
の
一
致

を
み
て
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。

議
決
結
果

　

委
員
長
報
告
の
も
と
で
、

議
決
を
行
っ
た
結
果
、
全
員

一
致
で
継
続
審
査
を
承
認
し

ま
し
た
。

委
員
会
意
見

・
地
方
自
治
体
の
現
状
と
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

は
じ
め
、
福
祉・イ
ン
フ
ラ・

町
づ
く
り
へ
の
対
応
を
し
て

お
り
、
来
年
度
も
厳
し
い
財

政
状
況
が
予
測
さ
れ
る
。

・
国
は
地
方
税
財
源
の
充
実

を
図
り
、
安
定
的
な
財
政
運

営
に
必
要
な
一
般
財
源
総
額

を
確
保
す
べ
き
。

　
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
結
果

　
全
委
員
一
致
で
採
択
。

議
決
結
果

　
委
員
長
報
告
の
も
と
議
決

を
行
っ
た
結
果
、
全
員
一
致

で
意
見
書
の
提
出
を
承
認
し

ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
審
査

財
政
確
保
を
求
む
！

冤
罪
を
な
く
せ
！

町民・団体からの声への対応
公園整備・財源充実・再審規定・核兵器など

町・国に関する陳情を審査

提
出
し
た
意
見
書
は
、
左
記
の

町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

庁舎入口での感染対策
（緊急事態宣言時は警備員の配置も）

日本弁護士連合会
再審法改正決議
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陳
情
名

　
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
参
加
・
調
印
・

批
准
を
求
め
る
意
見
書
」
の

提
出

提
出
者

　
高
根
沢
・
九
条
の
会

内
容

　
広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
、
核
兵
器
禁
止
条
約

が
国
連
で
採
択
し
、
２
０
２

１
年
1
月
に
こ
の
条
約
の
効

力
を
発
す
る
こ
と
に
な
り
、

日
本
も
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
参
加
・
調
印
・
批
准
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
調
査
・
意
見

　
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

本
件
に
対
し
、
都
市
整
備
課

か
ら
公
園
の
状
況
説
明
を
受

け
、
ま
た
当
該
公
園
と
他
の

都
市
公
園
（
町
内
）
の
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
委
員
会
と
し
て

議
論
し
ま
し
た
。

・
北
区
自
治
会
と
し
て
多
く

の
意
見
を
集
約
し
て
要
望
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

・
利
用
す
る
地
域
住
民
の
、

理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

　
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
結
果

　
こ
の
様
な
意
見
で
、
全
委

員
が
一
致
し
、
不
採
択
と
し

ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
大
変
あ
り
が
た

い
ご
意
見
で
あ
り
、
町
の
公

園
が
よ
り
充
実
し
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
町
執
行
部
に
公

園
の
維
持
管
理
の
徹
底
を
提

言
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

議
決
結
果

　
委
員
長
報
告
の
も
と
議
決

を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数

で
不
採
択
を
承
認
し
ま
し
た
。

意
見
書
名

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
米
価
の
下
落
の
対
策
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者

 

小
林
栄
治
議
員

賛
成
者

梅
村
達
美
議
員

加
藤　
章
議
員

内
容

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
、

食
料
の
海
外
依
存
な
ど
で
、

国
内
の
農
業
従
事
者
の
減
少

や
主
食
の
米
麦
な
ど
の
価
格

が
下
落
の
一
途
を
た
ど
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
外
食
産
業
の
需

要
低
迷
が
拍
車
を
か
け
、
コ

メ
の
消
費
は
危
機
的
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　
関
係
機
関
に
お
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
の
米
需
要
低
迷
を
打

開
し
、
農
業
者
・
地
域
社
会

の
生
活
を
守
る
安
定
し
た
米

価
と
な
る
よ
う
、
早
急
な
方

策
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
要

望
す
る
も
の
で
す
。

陳
情
名

　
北
児
童
公
園
の

改
善
に
関
す
る
陳
情

提
出
者町

内
在
住
者
（
石
末
）

内
容

　
宝
積
寺
北
区
に
あ
る
、
北

児
童
公
園
の
改
善
を
求
め
る

も
の
で
、

・
砂
場
の
縮
小
、
配
置
変
更
、

清
潔
保
持

・
複
合
遊
具
の
設
置

・
大
き
な
植
木
の
撤
去
、
低

木
化

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
町
の

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
が

内
外
で
評
価
さ
れ
、
人
口
増

加
や
町
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
と
考
え
る
も
の
で
す
。

委
員
会
意
見

・
本
町
は
、
非
核
平
和
宣
言

を
し
て
お
り
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
平
和
を
願
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
採
択
し
て
は
ど
う
か
。

・
核
兵
器
の
廃
絶
は
当
然
だ

が
、
そ
の
手
法
に
つ
い
て
は

国
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
。

　
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

委
員
会
結
果

　
こ
の
こ
と
は
、
国
策
で
あ

り
、
国
の
責
任
に
お
い
て
議

論
す
べ
き
と
い
う
意
見
で
全

委
員
が
一
致
し
、
不
採
択
と

し
ま
し
た
。

議
決
結
果

　
委
員
長
報
告
の
も
と
議
決

を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数

で
不
採
択
を
承
認
し
ま
し
た
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会
審
査

議
員
発
議
意
見
書

安
心
し
て

  

遊
べ
る
公
園
に
！

核
兵
器
に
よ
る

　
悲
劇
な
き
世
界
へ

町
の
基
幹
産
業
を

　
　
　
　  

守
れ
！

議
決
結
果

　
提
出
者
の
提
案
理
由
を
聞

い
た
う
え
で
議
決
を
行
っ
た

結
果
、
全
員
一
致
で
承
認
し

ま
し
た
。

意
見
書
提
出
先

・
衆
議
院
議
長

・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣

・
農
林
水
産
大
臣

・
栃
木
県
知
事

町産のお米を食べて元気倍増

町はしっかりと平和宣言を掲げている
（町民広場入口）

外務省HP
核兵器禁止条約はこちら！

行政-地域で安心できる公園を

提
出
し
た
意
見
書
は
、
左
記
の

町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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９
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主
な
歳
入

○
町
民
税2

億
２
３
０
０
万
円

○
固
定
資
産
税

1
億
３
８
２
８
万
円

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
感
染
症
対
応

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

1
億
１
３
５
９
万
円

○
繰
越
金３

億
９
８
１
１
万
円

主
な
歳
出

○
ウ
ェ
ブ
会
議
等

　
　
環
境
整
備
事
業
費

１
３
４
６
万
円

○
財
政
調
整
基
金

6
億
９
９
３
４
万
円

○
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事

１
０
０
万
円

　
こ
の
他
に
、
衆
議
院
選
挙

に
か
か
る
費
用
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
債
務
負
担
行
為
の

補
正
や
、
地
方
債
の
補
正
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。

新
庁
舎
基
本
構
想
・
基
本
計

画
策
定
支
援
業
務
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
委
員
報
償

2
万
４
０
０
０
円

新
庁
舎
整
備
検
討
委
員
報
償

36
万
円

補
正
内
容

　
新
庁
舎
を
建
設
す
る
に
あ

た
り
、
場
所
・
規
模
・
機
能
・

設
備
な
ど
の
基
本
と
な
る
計

画
を
検
討
・
作
成
す
る
た
め

の
委
員
の
報
償
と
、
計
画
策

定
の
支
援
業
務
を
行
う
企
業

を
選
定
す
る
委
員
の
報
償
を

補
正
予
算
で
組
み
入
れ
る
も

の
で
す
。

Q
新
庁
舎
基
本
構
想・

基
本
計
画
策
定
支

援
業
務
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
委
員

お
よ
び
、
新
庁
舎
整
備
検
討

委
員
の
構
成
と
人
数
は
？

総
務
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

A  

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
委
員
は
、

町
長
・
議
員
2
名
・
検
討
委

員
か
ら
2
名
で
、
計
6
名
で

あ
る
。

　
検
討
委
員
は
、
学
識
経
験

者
3
名
・
各
種
団
体
か
ら
15

名
・
公
募
2
名
の
計
20
名
で

あ
る
。

　
検
討
委
員
会
に
て
、
ど
こ

に
・
ど
の
よ
う
な
庁
舎
を
建

設
す
る
の
が
望
ま
し
い
か
な

ど
を
検
討
し
な
が
ら
も
、
町

民
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
反

映
さ
せ
る
構
想
・
計
画
と
な

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

一
般
会
計補正

予
算

条
例
の
制
定

主
な
質
疑

主
な
質
疑

総
務
課
長

庁
舎
は
町
の
顔
！

　
新
庁
舎
建
設
を
目
指
し

本
格
始
動
へ

財
政
負
担
の
軽
減
に

基
幹
産
業
の
発
展
へ

土
地
改
良
事
業
基
金

条
例
の
制
定

内
容

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
守
り
、
持
続
的
発
展
を

図
る
た
め
の
基
盤
対
策
と
し

て
、
農
地
の
大
区
画
化
・
汎

用
化
な
ど
に
よ
る
、
効
率
的

な
農
業
経
営
に
役
立
つ
と
町

が
認
め
た
土
地
改
良
事
業
に
、

必
要
な
経
費
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
基
金
を
設
置
す

る
条
例
で
す
。

　
な
お
、
今
回
の
定
例
会
で
、

一
般
会
計
補
正
予
算
に
て
基

金
を
創
設
し
1
億
円
を
繰
り

入
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
、
Ｐ
４
を
参
照
）

Q
土
地
改
良
事
業
基

金
へ
の
積
み
立
て
は
、

当
面
は
1
億
円
で
運
用
す
る

の
か
？A  

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

推
進
す
る
中
で
、
土
地
改
良

事
業
の
再
整
備
を
す
る
こ
と

で
合
意
形
成
し
た
地
域
の
状

況
に
応
じ
て
、
別
に
予
算
化

す
る
な
ど
の
対
応
を
考
え
て

い
く
。

　
参
考

・
本
町
の
水
田
面
積

約
３
６
０
０
ha

・
水
田
整
備
率（
現
在
値
）

　
94・１
％

（
区
画
30
ａ
）

社
会
教
育
施
設
事
業
債

補
正
前

８
３
０
０
万
円

補
正
後

0
円

補
正
内
容

　
こ
の
事
業
債
（
借
金
）
は
、

町
民
広
場
陸
上
競
技
場
改
修

事
業
を
行
う
た
め
に
町
が
借

り
入
れ
す
る
予
定
で
し
た
が
、

助
成
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
借
り
入
れ
の
限
度

額
を
0
円
に
す
る
も
の
で
す
。

Q
ど
の
よ
う
な
助
成
金

を
利
用
し
た
の
か
？

A  

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成

金
が
交
付
決
定
と
な
り
、改
修

事
業
の
財
源
が
確
保
で
き
た
。

企
画
課
長

企
画
課
長

半世紀が経ち老朽化が進んでいる庁舎

土地改良の推進には
地権者の理解が鍵となる

改善された天然芝でベストプレーを！

第
４
０
９
回
定
例
会

陳
情
・
意
見
書

採
決
結
果
・
傍
聴
者
の
声

日
常
調
査
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
＆
豆
知
識

一

般

質

問

委
員
会
審
議

決
算
審
査

（12）



主
な
歳
入

〇
子
ど
も
子
育
て

支
援
交
付
金
（
国
）

５
１
６
万
円

〇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ助

成
金

３
０
０
０
万
円

主
な
歳
出

〇
特
別
保
育
事
業
費

１
５
４
７
万
円

〇
た
か
ら
保
育
園

学
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業
費

３
２
７
万
円

〇
小
中
学
校
空
気
環
境

対
策
事
業
費

４
６
２
２
万
円

〇
阿
久
津
中
学
校

ト
イ
レ
改
修
事
業
費

３
５
５
２
万
円

〇
町
民
広
場
維
持
管
理
費

６
０
０
万
円

　
こ
の
他
、
令
和
2
年
度
の

額
の
確
定
に
よ
る
返
還
金
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
備
品
購

入
費
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
保・後
期
高
齢・

介
保
特
別
会
計
で
も
補
正
が

あ
り
ま
し
た
。

学
校
規
模
適
正
化検

討
事
業
費

３
８
８
万
円

補
正
内
容

　
学
校
規
模
の
適
正
を
検
討

す
る
委
員
の
報
償
費
や
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
委
託
な
ど

の
費
用
で
す
。

Q
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問

内
容
は
？

　

ま
た
、検
討
委
員
会
で
地

域
の
か
か
わ
り
を
ど
う
捉
え

て
い
く
の
か
？

A  

　
質
問
内
容
は
こ
れ
か
ら
の

検
討
だ
が
、
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
「
よ
り
良
い
教
育
環

境
と
は
ど
う
い
う
状
況
で
あ

る
の
か
」
と
い
う
趣
旨
で
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
意
見
を
聞
く

「
地
域
公
聴
会
」
を
開
催
し
、

そ
こ
で
出
た
意
見
を
検
討
委

員
会
に
伝
え
る
。

　
日
本
全
国
の
自
治
体
課
題

で
あ
る
「
少
子
化
」
や
、
公

共
施
設
の
維
持
管
理
や
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
に
よ
る

「
財
政
ひ
っ
迫
」
な
ど
、
社

会
環
境
の
変
化
に
よ
り
教
育

環
境
の
適
正
化
も
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
で
も
、
将
来
を
見
据

え
た
「
学
校
規
模
適
正
化
」

に
向
け
、
今
年
度
よ
り
検
討

が
始
ま
り
ま
す
。

小
中
学
校
施
設

修
繕
・
改
修
事
業
費

２
８
０
万
円

補
正
内
容

　
昨
年
度
に
定
期
点
検
を
行

い
、
令
和
３
年
度
の
当
初
予

算
に
３
８
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
突
発
・

緊
急
的
な
修
繕
・
改
修
（
雨

漏
り
な
ど
）
に
充
て
ま
す
。

Q
こ
の
補
正
額
で
は
、

突
発
的
な
も
の
や
、

緊
急
的
な
学
校
要
望
の
全
て

に
対
応
で
き
な
い
の
で
は
？

A  
　
今
回
の
補
正
は
、
定
期
点

検
の
際
に
予
想
で
き
な
い

「
風
水
害
」
で
の
突
発
的
な

修
繕
費
用
で
あ
り
、
十
分
な

額
と
考
え
て
い
る
。

児
童
館
・
学
童
保
育
所

指
定
管
理
者
の
指
定

債
務
負
担
行
為

３
億
２
０
０
０
万
円

（
令
和
４
年
度
～
８
年
度
）

内
容

　
児
童
館
2
か
所
と
、
小
学

校
6
校
の
学
童
保
育
の
管

理
・
運
営
を
5
年
間
行
う
指

定
管
理
者
の
指
定
を
行
う
も

の
で
す
。

指
定
管
理
者

　
特
定
非
営
利
法
人

次
世
代
た
か
ね
ざ
わ

期
間

　
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら

令
和
9
年
3
月
31
日

Q
今
回
の
指
定
は
非

公
募
で
の
選
考
結
果

だ
が
、指
定
管
理
と
は
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
運

営
を
期
待
す
る
も
の
だ
が
、

公
募
し
な
か
っ
た
理
由
は
？

A  

　
こ
の
団
体
は
、
昨
年
の
緊

急
事
態
直
後
に
、
児
童
館
・

学
童
の
再
開
に
臨
機
応
変
に

対
応
で
き
た
こ
と
や
、
配
慮

が
必
要
な
子
ど
も
に
対
し
、

き
め
細
や
か
な
対
応
を
し
て

い
る
こ
と
を
高
く
評
価
し
、

継
続
し
て
運
営
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
た
結
果
、
非
公

募
と
し
た
。

　
公
募
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
採
決
結
果

　
全
委
員
一
致
で
承
認
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

一
般
会
計補正

予
算

主
な
質
疑

主
な
質
疑

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

こ
ど
も
み
ら
い
課
長

本
町
の
学
校
の

行
く
末
は
？

緊
急
対
応
は
大
丈
夫
？

社
会
環
境
に
あ
っ
た

学
校
適
正
化
に

継
続
さ
れ
る

子
育
て
施
設
管
理
者

目に見えない湿気で
床が腐食し修理（西小）

小中連携校の機能性はいかに？

子ども達がのびのび過ごせる
空間（きのこの森）

北中学校 東
小
学
校

武 

道 

館

第
４
０
９
回
定
例
会

陳
情
・
意
見
書

採
決
結
果
・
傍
聴
者
の
声

日
常
調
査
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
＆
豆
知
識

一

般

質

問

委
員
会
審
議

決
算
審
査

（13）



Q
指
定
管
理
料
の
年

額
と
内
訳
は
？

ま
た
、理
事
人
数
と
人
件
費

の
計
上
額
は
？

A  

　
年
額
は
１
８
０
３
万
８
０

０
０
円
で
、
人
件
費
・
需
用

費
・
委
託
料
で
あ
る
。

　
人
件
費
は
、
施
設
管
理
を

行
う
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
サ
ブ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
給
与
・
福

利
厚
生
費
に
充
て
ら
れ
る
。

理
事
は
11
名
で
、
全
て
無
報

酬
で
あ
る
。

委
員
会
採
決
結
果

　
賛
成
多
数
で
承
認
。

ち
ょ
っ
蔵
広
場

　
お
よ
び
宝
積
寺
駅

　
東
西
連
絡
通
路
に
か
か
る

指
定
管
理
者
の
指
定

債
務
負
担
行
為９

０
１
９
万
円

（
令
和
４
年
度
か
ら
８
年
度
）

内
容

　

ち
ょっ
蔵
広
場
と
宝
積
寺

駅
の
連
絡
通
路
の
維
持
管

理
・
中
心
市
街
地
活
性
化
の

支
援
な
ど
を
、5
年
間
行
う

指
定
管
理
者
の
指
定
を
行
う

も
の
で
す
。

指
定
管
理
者

　
特
定
非
営
利
法
人

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

ち
ょっ
蔵
高
根
沢

期
間

　
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら

　
令
和
9
年
3
月
31
日

内
容

　
宝
積
寺
西
通
り
の
整
備
に

あ
た
り
、
未
相
続
用
地
に
対

し
所
有
権
を
移
転
す
る
た
め
、

司
法
書
士
に
委
託
し
て
手
続

き
を
行
い
ま
す
。

　
年
度
を
ま
た
ぐ
委
託
事
業

と
な
り
、
債
務
負
担
行
為
を

し
ま
す
。

Q
用
地
未
相
続
地
の

件
数
と
、所
有
権
の

移
転
は
、次
年
度
ま
で
の
完

了
で
き
る
の
か
？

A  

　

未
相
続
地
は
、
25
筆
で
、

56
名
の
名
義
に
な
っ
て
い
る
。

　
移
転
完
了
は
、
令
和
５
年

度
で
完
了
す
る
予
定
で
い
る
。

債

※

務
負
担
行
為
補
正

都
市
計
画
道
路
宝
積
寺

　
西
通
り
用
地
未
相
続
地

　
　
　
　
所
有
権
移
転
委
託

限
度
額　
　
　
９
０
０
万
円

期
間

　
令
和
4
年
度
か
ら
5
年
度

主
な
歳
入

〇
農
業
災
害
対
策

　
特
別
措
置
補
助
金

28
万
円

主
な
歳
出

〇
駅
東
児
童
公
園
周
辺

雨
水
対
策
事
業
費

５
１
７
万
円

〇
都
市
公
園遊

具
設
置
事
業
費

３
５
０
０
万
円

〇
光
陽
台
の
び
の
び

　
公
園
ト
イ
レ
更
新
事
業
費

49
万
円

　
こ
の
他
、
債
務
負
担
行
為

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宝
積
寺
駅
西
第
一

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
も
補
正
が
あ
り
ま
し
た
。

建
設
産
業
常
任
委
員
会
　
審
議
報
告

一
般
会
計補正

予
算

道
普
請
事
業
費１

０
０
０
万
円

補
正
内
容

　
未
舗
装
の
道
路
を
、
地
域

住
民
の
協
働
で
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
舗
装
に
す
る
事
業
で

あ
り
、
材
料
費
・
重
機
借
り

上
げ
料
な
ど
を
町
が
負
担
し

ま
す
。

Q
重
機
借
り
上
げ
料

が
４
０
０
万
円
補
正

さ
れ
、本
来
の
地
元
住
民
に

よ
る
作
業
と
い
う
観
点
か
ら
、

ず
れ
て
い
る
の
で
は
？

A  

　
地
元
で
重
機
操
作
が
で
き

る
方
が
少
な
い
た
め
、
予
算

化
し
て
い
る
。

　
な
ら
し
作
業
な
ど
は
、
地

元
の
方
で
行
っ
て
お
り
、
事

業
目
的
は
果
た
さ
れ
て
い
る
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

住
民
力
で
道
路
整
備

利
便
性
の
高
い

道
路
整
備
に
向
け
て

宝
積
寺
駅
の

活
性
化
を
期
待
す
る

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

都
市
整
備
課
長

整備予定路線

開通が待ち遠しい西通り

駅は町の顔の一つです
いつまでもきれいな環境維持を　

※
債
務
負
担
行
為
と
は

　

地
方
自
治
法
２
１
４
条
の
規
定

に
あ
る
、
複
数
年
度
に
ま
た
が
る

事
業
を
実
施
す
る
際
に
、
契
約
締

結
で
将
来
発
生
す
る
負
担
の
期
間

と
限
度
額
を
決
め
る
こ
と

第
４
０
９
回
定
例
会

陳
情
・
意
見
書

採
決
結
果
・
傍
聴
者
の
声

日
常
調
査
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
＆
豆
知
識

一

般

質

問

委
員
会
審
議

決
算
審
査
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第409回定例会

町民の負託に応えた各議員の賛否!!
上程された議案＆概要

賛成：○　　反対：×　　欠：欠席　　退：退場
※　鈴木伊佐雄議員は議長のため採決に加わりません。

採　決　結　果
議
決
結
果

掲
載
ペ
ー
ジ

澤
畑　
宏
之

髙
根　
　
博

佐
藤　
晴
彦

中
山
喜
美
一

加
藤　
　
章

齋
藤　
武
男

梅
村　
達
美

横
須
賀
忠
利

小
林　
栄
治

神
林　
秀
治

森　
　
弘
子

野
中　
昭
一

鈴
木　
利
二

阿
久
津
信
男

令和２年度決算認定　議案第７号
・一般会計歳入歳出決算認定 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇 原案可決 P6〜9
令和２年度決算認定（特別会計）　議案８～10号
・国民健康保険　・後期高齢者医療　・介護保険 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇 原案可決 ―
契約の締結　議案第22号
ちょっ蔵広場及び宝積寺駅東西連絡通路に係る
指定管理者の指定 〇〇〇〇〇〇〇×〇〇×退〇× 原案可決 P5・14

陳情　受理番号21号・26号
・北児童公園の改善に関する陳情の不採択
・「日本政府に核兵器禁止条約への参加・調印・批准を求める
意見書」の提出を求める陳情の不採択

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇 原案可決 P11

※　この表は、反対のあった議案を載せたもので、全議案についての詳細は議会のホームページ
　　もしくは右上に記載している二次元バーコードで確認してください。

傍聴者の声

表
紙
写
真
の
説
明

令和３年度　一般会計予算議決（当初予算）議決結果の掲載
　議会だより155号のＰ７「賛否の分かれた議案は」で、議案第18号「令和３年度一般会計」でも賛否が分かれており、
記載されてないことに対し「森弘子議員」より改めて掲載してほしいとの要望が当委員会にあり、ここで記載いたします。

反対者：齋藤誠治議員・森弘子議員　　賛成者：上記以外の全議員（小林栄治議長（当時）は除く）

　
今
回
の
表
紙
写
真
は
、「
ア

イ
リ
ブ
と
ち
ぎ
」
さ
ん
か
ら

の
提
供
で
、
第
１
号
入
居
者

「
小
堀
天
音
さ
ん
♪
」

　

こ
の
写
真
は
、
み
ん
な
で

「
情
報
の
森
と
ち
ぎ
」
に
行
き
、

お
散
歩
を
楽
し
ん
だ
時
の
１

枚
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
出
か
け
る

機
会
が
減
っ
て
お
り
、
こ
の

時
の
天
音
さ
ん
の
と
び
っ
き

り
の
笑
顔
を
見
て
、
貴
重
な

ひ
と
時
を
過
ご
せ
た
と
感
じ

ま
し
た
。

　
「
ア
イ
リ
ブ
と
ち
ぎ
」
代
表

の
河
合
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
を

聞
き
、
誰
も
が
「
笑
顔
あ
ふ

れ
る
高
根
沢
町
」
を
目
指
し
、

議
会
と
し
て
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

７
月
に
宝
積
寺
支
店
に

着
任
し
、
定
例
会
一
般
質

問
を
傍
聴
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
住
む
市
町
村
の

議
会
で
、
何
が
話
さ
れ
て

い
る
か
も
知
ら
ず
、
勝
手

に
国
会
の
よ
う
な
難
し
い

法
案
の
話
を
し
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

実
際
に
は
、「
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
」、「
商
店
街

の
活
性
化
」、「
子
育
て
支

援
」
な
ど
、
私
自
身
が
小

学
生
を
持
つ
親
で
あ
り
、
す

ご
く
身
近
な
議
題
で
あ
っ

た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

　

高
根
沢
町
に
は
現
在
ど

ん
な
課
題
が
あ
っ
て
、
今

後
ど
う
解
決
を
し
発
展
し

て
い
く
の
か
、
今
後
も
傍

聴
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

栃木銀行宝積寺支店
次長　阿

あ
部
べ
剛
たけ
士
し
さん

全議案の採決結果
第
４
０
９
回
定
例
会

陳
情
・
意
見
書
委
員
会
審
議

日
常
調
査
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
＆
豆
知
識

一

般

質

問

採
決
結
果
・
傍
聴
者
の
声

決
算
審
査

（15）（15）



常
任
委
員
会
の
日
常
調
査
報
告

「
聞
く
・
見
る
」
現
地
検
証

　

当
常
任
委
員
会
の
調
査
テ
ー
マ
で
あ
る
「
公
共
施
設
の
維

持
管
理
」
に
つ
い
て
、
町
担
当
課
か
ら
、「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」
の
説
明
を
受
け
、
数
ヶ
所
の
公
共
施
設
を
現
状

把
握
の
た
め
現
地
調
査
し
ま
し
た
。

か
な
り
厳
し
い

公
共
施
設
の
維
持
管
理

　
平
成
28
年
時
に
、
建
築
後

30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
公

共
施
設
は
、
全
体
の
約
44
．

５
％
で
、
今
後
40
年
の
間
に

大
規
模
修
繕
お
よ
び
更
新
に

か
か
る
費
用
は
、
総
額
約
３

９
９
億
円
と
推
定
さ
れ
、
年

平
均
約
10
億
円
と
な
る
見
込

み
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
常
任
委
員
会
の
新
た
な

調
査
テ
ー
マ
で
あ
る

・
学
校
の
適
正
配
置

・	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
の
現
状
と
課
題

・
登
下
校
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
現
状
を
把
握
す
る

た
め
、
各
小
・
中
学
校
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

校
長
先
生
か
ら
話
を
聞
い
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
通
学
路
の
安
全
対

策
を
し
た
箇
所
の
現
状
や
、

学
校
や
地
域
住
民
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

も
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

町
営
光
陽
台
住
宅
の
主
な
修
繕
（
軽
修
繕
を
除
く
）

平
成
17
年
度
ガ
ス
感
知
器
交
換

平
成
20
年
度
火
災
報
知
器
設
置

平
成
23
年
度
災
害
に
よ
る
配
管

平
成
26
年
度
汚
水
管
・
給
水
ポ
ン
プ
交
換

平
成
27
年
度
Ｅ
棟
屋
根
・
外
壁
改
修

平
成
28
年
度
Ｃ
棟
屋
根
・
外
壁
改
修

平
成
30
年
度
Ｅ
・
Ｃ
棟
避
難
ハ
ッ
チ
改
修

　
　
　
　
　
Ｂ
・
Ｄ
棟
屋
根
・
外
壁
改
修

令
和
元
年
度
火
災
警
報
器
・
ガ
ス
漏
れ
報
知
器
修
繕

　
右
記
だ
け
で
も
約
１
億
１
，
０
０
０
万
円
の
修
繕

費
が
か
か
り
ま
し
た
。

調
査
を
行
っ
た
所
感

　
学
校
教
育
施
設
と
庁
舎
に

関
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
設
置

さ
れ
る
学
校
規
模
適
正
化
委

員
会
や
、
新
庁
舎
検
討
委
員

会
で
の
協
議
の
動
向
を
見
つ

つ
、
教
育
環
境
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た
提
言

が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
施
設
は
、

・
修
繕

・
建
替
え

・
統
合

・
集
約

・
複
合
化

・
廃
止

・
売
却

な
ど
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま

し
た
が
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
生
じ
さ
せ
ず
に
、
施

設
総
量
の
適
正
化
に
向
け
た

提
言
を
ま
と
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

調
査
を
行
っ
た
所
感

　
各
委
員
、
様
々
な
観
点
か

ら
課
題
に
対
す
る
考
え
方
が

見
え
た
現
地
調
査
と
な
り
ま

し
た
。

・
児
童
生
徒
の
学
校
満
足
度

・
学
校
、
教
員
の
内
情

・
地
域
と
の
関
係
性

・
学
校
運
営
協
議
会
の
実
情

・
小
中
一
貫
教
育
の
実
情

・
通
学
路
の
安
全
対
策

な
ど
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
環
境
を
い
か
に
し

て
改
善
し
て
い
く
の
か
を
、

今
回
の
調
査
を
基
に
当
委
員

会
と
し
て
ま
と
め
て
い
き
、

本
町
の
学
校
環
境
を
よ
り
良

く
す
る
提
言
を
ま
と
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北小でのヒアリング
様々な実情の詳細を聞く事

ができた

公共施設等総合管理計画の詳細をヒアリング

昭和51年築のきのこの森は平成16年に改修
その後、創意工夫をしながら使用している

町営光陽台住宅の現地調査
令和４年度にＡ棟の屋根・外壁修繕工事を予定している（平田地内の冷子川に架かる橋）

幅員が狭く、登下校時の児童・生徒が車両 に接触する危険がある

西小学校近接の交差点事故が
多く、改善後の状況を確認

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉

常
任
委
員
会

公共施設の施設数
施設区分 施設数

町民文化系施設 4
社会教育系施設 8
スポーツ・レクリエーション系施設 6
産業系施設 3
学校教育系施設 9
行政系施設 11
公営住宅 3
その他 26
合計 70

第
４
０
９
回
定
例
会

決
算
審
査
陳
情
・
意
見
書
委
員
会
審
議
採
決
結
果
・
傍
聴
者
の
声

日
常
調
査
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
＆
豆
知
識

一

般

質

問

日
常
調
査

（16）



　
当
常
任
委
員
会
の
新
た
な

調
査
テ
ー
マ
で
あ
る

・
学
校
の
適
正
配
置

・	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
の
現
状
と
課
題

・
登
下
校
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
現
状
を
把
握
す
る

た
め
、
各
小
・
中
学
校
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て

校
長
先
生
か
ら
話
を
聞
い
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
通
学
路
の
安
全
対

策
を
し
た
箇
所
の
現
状
や
、

学
校
や
地
域
住
民
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て

も
現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
常
任
委
員
会
の
調
査

テ
ー
マ
で
あ
る
「
農
業
振
興

の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
農
業
」

の
、
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、

・	
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
実
験

の
取
り
組
み
状
況
確
認

・
現
地
検
討
会
の
視
察

を
行
い
、
関
係
各
位
か
ら
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
で
、
最
も
重
要

な
課
題
で
あ
る「
議
員
定
数
」

の
結
論
を
出
し
ま
し
た
。

協
議
し
た
内
容

・
議
員
の
役
割

・
各
議
員
の
活
動
量

・
人
口
規
模
と
定
数

・
各
委
員
会
構
成	

な
ど

委
員
会
提
言

定　
　
数	

13
名

委
員
会
数	

３
常
任
委
員
会

※
総
務
・
教
育
福
祉
・
建
設

産
業
の
３
つ
を
、
２
つ
に
振

り
分
け
、
広
報
特
別
委
員
会

を
常
任
委
員
会
に
変
更
。

調
査
を
行
っ
た
所
感

　
各
委
員
、
様
々
な
観
点
か

ら
課
題
に
対
す
る
考
え
方
が

見
え
た
現
地
調
査
と
な
り
ま

し
た
。

・
児
童
生
徒
の
学
校
満
足
度

・
学
校
、
教
員
の
内
情

・
地
域
と
の
関
係
性

・
学
校
運
営
協
議
会
の
実
情

・
小
中
一
貫
教
育
の
実
情

・
通
学
路
の
安
全
対
策

な
ど
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち

の
学
び
の
環
境
を
い
か
に
し

て
改
善
し
て
い
く
の
か
を
、

今
回
の
調
査
を
基
に
当
委
員

会
と
し
て
ま
と
め
て
い
き
、

本
町
の
学
校
環
境
を
よ
り
良

く
す
る
提
言
を
ま
と
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

解
決
策
の
検
討
や
、
ス
マ
ー

ト
農
業
以
外
の
活
性
化
策
を

模
索
し
、
本
町
の
農
業
に

あ
っ
た
最
善
策
を
見
出
し
、

町
へ
の
提
言
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

調
査
を
行
っ
た
所
感

　
農
業
を
活
性
化
す
る
手
法
、

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
有
効

性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、導
入
に
あ
た
り
、

費
用
負
担
や
圃
場
面
積
な
ど

の
課
題
が
あ
る
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。

提
言
後
の
対
応

　
当
委
員
会
の
提
言
を
議
長

に
提
出
し
、
全
員
協
議
会
に

て
議
員
間
協
議
を
開
き
、
全

３
回
の
議
論
を
し
ま
し
た
。

　
採
決
し
た
結
果
、
１
名
を

除
き
賛
成
多
数
で
了
承
さ
れ

ま
し
た
。

　
12
月
議
会
に
、
条
例
改
正

案
を
提
出
し
、
そ
こ
で
可
決

さ
れ
れ
ば
来
年
４
月
17
日
投

開
票
の
町
議
選
か
ら
定
数
は

13
名
に
な
り
ま
す
。

様々な意見を出し合いながら議論

関係者の方々と意見交換

最先端技術の取り組み状況を真剣にチェック

幅員が狭く、登下校時の児童・生徒が車両 に接触する危険がある

西小学校近接の交差点事故が
多く、改善後の状況を確認

建
設
産
業
常
任
委
員
会

議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

委員会でまとめられた
提言はこちら！

第
４
０
９
回
定
例
会

決
算
審
査
陳
情
・
意
見
書
委
員
会
審
議
採
決
結
果
・
傍
聴
者
の
声

日
常
調
査
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
＆
豆
知
識

一

般

質

問

日
常
調
査
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町
政
を
問
う
！

　
鬼
怒
川
下
流
の
氏
家
・
馬

場
村
（
現
在
の
さ
く
ら
市
）

の
了
解
の
も
と
、
狹
間
田
・

松
山
・
押
上
村
の
協
力
を
得

て
、
宇
都
宮
藩
に
「
用
水
堀

新
設
願
」を
提
出
し
ま
し
た
。

　
土
室
村
の
北
に
は
、
当
時

喜
連
川
領
で
あ
っ
た
文
挾
・

伏
久
村
が
あ
り
、
な
か
な
か

喜
連
川
藩
か
ら
は
、
用
水
通

過
の
許
し
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
宇
都
宮
藩
の
交
渉
で

和
解
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
正
保
３
年（
１
９
４
６
年
）

に
工
事
着
工
し
、
10
年
の
歳

月
を
か
け
完
成
し
ま
し
た
。

　

昔
々
、土
室・
柏
崎・
桑
久

保
村（
現
在
の
飯
室・
上
柏

崎・
桑
窪
地
区
）は
、自
然
湧

水
池
の「
お
つ
ぼ
ね
沼
」を
水

源
と
す
る
井
沼
川
の
流
水
を
、

農
業
用
水
に
利
用
し
て
い
た

が
水
の
量
が
少
な
く
、用
水

不
足
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
土
室
・
桑
久
保
村
な
ど
を

治
め
て
い
た
宇
都
宮
藩
主
か

ら
藩
命
を
受
け
、「
山
崎
半

蔵
」
な
ど
が
、
新
田
開
発
の

う
え
で
必
要
な
農
業
用
水
の

確
保
策
を
考
え
ま
し
た
。

　
水
量
が
豊
か
な
鬼
怒
川
の

水
を
、押
上
村（
現
在
の
さ
く

ら
市
）か
ら
取
水
し
、狹
間

田・
伏
久・
文
挾・
土
室
村
を

通
り
、桑
久
保
村
に
達
す
る

５
里（
約
20
キ
ロ
）の
用
水
路

計
画
を
立
て
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と

ブ
レ
イ
ク

高根沢町の水にまつわる話
　　　　　市

いち

の堀
ほり

用水

努
力
と
苦
労
の市

の
堀

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
計
画
！

水
不
足
！

ど
う
す
っ
ぺ
？

　
難
工
事
に
精
魂
尽
き
果
て

た
山
崎
半
蔵
は
、
市
の
堀
用

水
完
成
か
ら
半
年
後
に
急
死

し
、
飯
室
の
小
高
い
墓
地
に

眠
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
堀
用
水
の
お
か
げ

で
、
近
く
の
村
々
の
水
田
は

水
が
行
き
渡
り
、
真
岡
市
ま

で
延
長
さ
れ
た
現
在
で
は
、

約
42
㎞
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
た
ん
た
ん
田
ん
ぼ
の
高

根
沢
」
に
と
っ
て
用
水
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
先
人
が

町
発
展
に
向
け「
粉
骨
再
起
」

し
た
結
果
、
今
の
私
た
ち
の

暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
暮
ら
し
に
目
を
向

け
た
議
会
と
し
て
、し
っ
か
り

未
来
を
見
据
え
、町
づ
く
り

に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
電
話
に
よ
る
投
票
依
頼

　
電
話
で
の
知
人
や
友
人
に

投
票
の
依
頼
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
幕ま

く
間あ

い
演
説

　
青
年
団
・
婦
人
会
な
ど
の

集
会
や
、
会
社
・
工
場
な
ど

の
休
憩
時
間
に
、
集
ま
っ
て

い
る
人
を
対
象
に
、候
補
者・

選
挙
運
動
員
・
第
三
者
が
行

う
選
挙
運
動
の
た
め
の
演
説

を
幕
間
演
説
と
言
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、あ
ら
か
じ
め
聴
衆

を
集
め
、そ
こ
に
出
向
い
て
演

説
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
個
々
面
接

　
ス
ー
パ
ー・
電
車・
路
上
な

ど
で
、知
人
に
会
っ
た
時
の
機

会
を
利
用
し
て
行
う
選
挙
運

動
で
、投
票
依
頼
も
で
き
ま
す
。

※
選
挙
期
日
の
公
示
ま
た
は
告
示

日
前
に
行
え
ば
事
前
運
動
と
な

り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
の
利
用

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等
の
連
絡

先
を
表
示
し
た
う
え
で
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
等
で
投
票
の
呼
び

か
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、電
子
メ
ー
ル
を
利

用
し
た
選
挙
運
動
は
、候
補

者・政
党
な
ど
に
限
ら
れ
ま
す
。

米
作
り
の
盛
ん
な
ま
ち
高
根
沢

先
人
達
の
努
力
と
苦
労

「
誰
で
も
自
由
に
で
き
る

選
挙
活
動
っ
て
？
」

まめ
ちしき豆

知識

OH
日当たりの良い山崎半蔵の墓

工事の様子

　
選
挙
の
応
援
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
公
職
選
挙
法
違
反

と
な
っ
て
し
ま
う
事
も
あ
る
の
で
、
今
回
は
※
選
挙
期
間

中
に
で
き
る
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
選
挙
運
動
期
間
と
は
、
選
挙
の
公
示
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
の

間
を
指
し
ま
す
。
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町
政
を
問
う
！

会派の代表が質問しました！
　「一般質問」は、町の行財政全般に関し、議員主導で政策的
な論議をする場です。
　第409回定例会から、主義、主張を同じくする議員３人以上
で構成する「交渉会派」の代表一人が会派
としての質問をしました。
　質問と答弁がよくかみ合うように議事を
進めるため、質問する議員・受ける執行機
関も、ともに十分な準備が必要です。
　そのため、会派や議員は、質問の構想を
練り理論構成をして、その要旨を議長に通
告する、通告制をとっています。
　質問時間は、一人につき質問、答弁、再
質問を含め60分以内ですが、今回は、新型
コロナウイルス感染拡大防止のため、45分
以内となりました。

４
人
の
議
員
が
登
壇

◆清流会　　佐藤　晴彦　議員…………………… 20
①インフラ改善・公共施設の整備方針はいかに

◆絆の会　　澤畑　宏之　議員…………………… 21
①商店街の活性化の取り組みは

◆晨
しん
光
こう
の会　小林　栄治　議員…………………… 22

①本町における今後の農業振興対策は
②コロナ後の地域コミュニティの再構築を

◆森　弘子　議員…………………………………… 23
①　子育て支援の充実を

会派代表質問＆
一般質問の動画

　YouTubeで配信しています。
　会派代表質問・一般質問の各議員のページにある二次元バー
コード、または「高根沢町議会　第409回」で検索を！
　DVDは図書館で貸出しています。

ＮＥＷ！
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広報誌がスマホで
見れて便利

「マチイロ」＆「栃木イー
ブックス」を検索「議会だより」

表紙写真募集
　写真は町内のイベントや人
物、風景を撮ったものをデー
タで提出してください。皆様の
ご協力をお願いいたします。

次回の発行は１月20日になります。
議会の情報をより早く皆様へ

トチギイーブックスHPマチイロHP

　会議録は、定例会・臨時会の終了後、約２ケ
月後に発行しています。
　図書館３館で閲覧ができます。
　また、右記の二次元バーコードからご覧になれます。

会議録

高根沢町議会Facebookページには、
リアルタイムの議会情報がいっぱい！
　町議会の情報を分かりやすく、タイム
リーに発信しています。
　議員は、みなさんの代表であり、議会
では、みなさんの生活に直結することが
協議されています。
　若い世代のみなさん、ぜひ、この機会
にチェックされては、いかがでしょうか。



議　員

宝
積
寺
駅
西
の
活
性
化
へ

Ｑ
駅
西
の
都
市
計
画
道

路
を
整
備
す
る
に
あ

た
り
、
駅
西
活
性
化
に
向
け

た
計
画
策
定
を
し
て
は
ど
う

か
？Ａ		

町
長

　
都
市
計
画
は
、
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
こ
れ
を

基
に
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
駅
西
地
区
は
、

・
区
画
整
理
事
業

・
都
市
計
画
道
路
整
備

・	

駅
西
第
２
地
区
沿
道
整
備

街
路
事
業

・
公
共
下
水
道
事
業

な
ど
を
推
進
し
、
駅
西
口
前

か
ら
市
街
地
エ
リ
ア
の
整
備

を
進
め
、
定
住
環
境
の
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。

　
住
環
境
づ
く
り
を
進
め
た

う
え
で
、駅
西
地
区
の
地
域
づ

く
り
計
画
策
定
は
判
断
す
る

考
え
で
い
る
。

生
活
課
題
の
解
消
を

Ｑ
私
道
や
共
有
道
、開

発
業
者
が
持
つ
道
路

に
つ
い
て
、
行
政
は
ど
の
様

な
手
法
を
持
っ
て
現
況
改
善

を
図
っ
て
い
く
の
か
？

Ａ		

町
長

　
個
人
や
開
発
業
者
な
ど
が

所
有
と
な
っ
て
い
る
私
道
は
、

土
地
の
所
有
者
が
適
切
な
維

持
管
理
す
る
責
任
が
あ
り
、

原
則
的
に
町
は
維
持
管
理
を

行
え
な
い
。

　
し
か
し
、
通
行
量
が
多
く

公
共
性
の
高
い
私
道
に
つ
い

て
は
、
通
行
の
安
全
性
の
観

点
か
ら
必
要
に
応
じ
舗
装
補

修
な
ど
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　
ま
た
、
私
道
の
多
く
は
側

溝
が
無
く
、
近
年
の
大
雨
な

ど
で
冠
水
な
ど
が
起
こ
る
お

そ
れ
が
あ
る
。

　
土
地
所
有
者
の
承
諾
が
得

ら
れ
れ
ば
、
雨
水
浸
透
桝
の

設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
公
共
性
の
あ
る

私
道
は
、
維
持
修
繕
を
図
っ

て
い
く
。

修
繕
経
費
軽
減
へ

Ｑ
道
路
や
構
造
物
の
長

寿
命
化
を
図
る
う
え

で
、
ク
ラ
ッ
ク
抑
制
や
紫
外

線
・
雨
に
強
い
最
新
技
術
・

建
材
な
ど
を
使
用
す
る
考
え

は
あ
る
か
？

Ａ		

町
長

　
長
寿
命
化
を
図
る
う
え
で
、

最
新
の
建
材
等
を
使
用
す
る

と
い
う
考
え
は
同
じ
で
あ
る
。

　
工
事
の
詳
細
設
計
を
行
う

と
き
に
、
業
者
か
ら
の
新
技

術
や
新
素
材
の
提
案
が
あ
っ

た
場
合
、
コ
ス
ト
・
施
工
実

績
・
維
持
管
理
な
ど
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
ま
た
交
付
金

の
対
象
に
な
る
か
も
含
め
採

用
の
可
否
を
判
断
す
る
。

　
さ
ら
に
、
新
し
い
情
報
は

業
者
に
提
供
し
、
協
議
し
な

が
ら
設
計
に
反
映
す
る
。

Ａ		

町
長

　
令
和
７
年
度
ま
で
に
、

・
都
市
計
画
道
路
整
備

・
阿
久
津
中
学
校
改
修
工
事

・
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

な
ど
の
大
規
模
な
支
出
を
伴

う
事
業
を
見
込
ん
で
お
り
、

国
・
県
の
支
出
金
や
交
付
税

措
置
の
あ
る
地
方
債
の
活
用

と
、
積
み
増
し
し
て
き
た
基

金
を
充
当
し
計
画
的
に
事
業

を
実
施
し
て
い
く
。

　
し
か
し
、
役
場
庁
舎
整
備

な
ど
も
控
え
て
お
り
、
町
の

義
務
的
経
費
は
中
長
期
的
に

増
加
し
、
厳
し
い
財
政
状
況

に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

計
画
的
に
イ
ン
フ
ラ
改

善
・
公
共
施
設
整
備
を
行
う

に
は
、
集
約
化
・
複
合
化
な

ど
の
計
画
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
推
進
し
、
歳
出
予
算
の

縮
減
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

充
実
し
た
整
備
に
向
け
て

Ｑ
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
改

善
・
整
備
お
よ
び
公

共
施
設
の
維
持・修
繕・新
規

建
設
の
財
源
を
ど
の
様
に
担

保
し
、ど
の
様
な
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
行
っ
て
い
く
の
か
？

用
語
説
明

・
国
・
県
支
出
金

　
国
・
県
か
ら
使
途
の
決
め
ら
れ

た
お
金
で
、
補
助
金
、
負
担
金
、

委
託
金
な
ど
が
あ
る
。

・
地
方
債

　
町
が
資
金
調
達
の
た
め
の
借
金

で
、
事
業
に
よ
り
地
方
交
付
税
と

し
て
国
か
ら
借
金
の
一
部
の
お
金

が
後
に
充
当
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

・
基
金

　
特
定
の
目
的
の
た
め
に
、
維
持・

積
み
立
て
ら
れ
る
資
金
・
財
産
。

佐藤　晴彦清流会
イ
ン

フ
ラ
イ
ン

フ
ラ

問インフラ改善・公共施設の整備方針はいかに
　答【町長】公共施設の集約化・複合化を推進

つぎはぎだらけの町道グリーンライン

学校環境の整備は決して遅らせるな！
（阿中校舎）

宝積寺駅西の発展はいかに
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「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
か

ら
、
町
内
の
店
舗
に
多
く
の

方
が
足
を
運
ぶ
に
は
、
町
内

事
業
者
が
魅
力
あ
る
、
人
を

呼
び
込
め
る
飲
食
・
物
販
な

ど
を
行
っ
て
も
ら
い
、「
元

気
あ
っ
ぷ
む
ら
」
に
は
、
よ

り
質
の
高
い
情
報
発
信
を

行
っ
て
も
ら
う
。

　
町
が
主
体
で
は
な
く
、
事

業
者
同
士
の
発
案
や
連
携
か

ら
生
ま
れ
る
相
乗
効
果
に
よ

り
、
持
続
的
な
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

事
業
者
の
努
力
や

連
携
に
期
待
す
る

Ｑ
「
道
の
駅
た
か
ね
ざ

わ
元
気
あ
っ
ぷ
む

ら
」
の
有
効
利
用
策
は
？

Ａ		

町
長

　
町
外
の
来
場
者
が
多
く
訪

れ
る
「
元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
」

は
、
本
町
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
で
も

あ
り
、
指
定
管
理
者
に
は
、

町
内
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
生
産

者
の
情
報
提
供
な
ど
、
新
た

な
魅
力
創
出・町
産
物
Ｐ
Ｒ・

地
産
地
消
に
繋
げ
る
た
め
の

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
指
定
管
理
者
は
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
主
体

的
に
商
品
・
食
材
・
体
験
メ

ニ
ュ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
し
、
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

さ
ら
に
は
、
町
内
ク
リ
エ
イ

タ
ー
・
生
産
者
・
町
内
事
業

者
と
協
同
し
て
、
魅
力
あ
る

商
品
を
開
発
す
る
取
り
組
み

を
は
じ
め
て
い
る
。

Ａ		

町
長

　
商
売
を
成
功
す
る
た
め
に

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
市
場

を
見
極
め
、
先
を
読
ん
だ
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ

る
こ
と
だ
と
思
う
。

　
ま
た
、
商
店
街
再
生
に
関

わ
る
方
々
が「
再
生
し
た
い
」

と
い
う
強
い
意
志
を
持
ち
行

動
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
が
欠
け
て
い
れ
ば
、

再
生
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は

町
主
導
で
の
協
議
の
場
を
設

け
る
考
え
は
な
い
。

創
業
支
援
の
拡
充
を

Ｑ
空
き
店
舗
な
ど
の

遊
休
資
産
の
利
活

用
を
図
る
う
え
で
、「
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
費
用
助
成
制
度
」

の
創
設
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
？

Ａ		

町
長

　
平
成
28
年
度
か
ら
「
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
」
を
設
け
て

い
る
が
、
地
権
者
・
不
動
産

事
業
所
・
民
間
事
業
者
な
ど

の
様
々
な
理
由
で
、
空
き
店

舗
の
登
録
が
行
わ
れ
て
い
な

い
現
況
が
あ
る
。

　
創
業
支
援
施
設
（
ク
リ
エ

イ
タ
ー
ズ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン

ト
）
を
卒
業
す
る
方
に
は
、

実
店
舗
を
持
た
ず
に
、
ネ
ッ

ト
販
売
や
町
施
設（
元
気
あ
っ

ぷ
む
ら
な
ど
）
を
活
用
し
た

販
売
な
ど
で
経
営
が
成
り
立

つ
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
状
を

判
断
す
る
と
、「
助
成
制
度
」

の
創
設
は
現
時
点
で
は
必
要

な
い
と
考
え
る
。

町
の
魅
力
と
な
る商店

街
に

Ｑ
「
商
店
街
の
再
生
を

図
る
」と
い
う
強
い

意
志
を
持
つ
店
主
な
ど
を
支

援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
町

主
導
の
も
と
で
、
空
き
店
舗

所
有
者
・
創
業
希
望
者
・
専

門
的
見
地
を
持
つ
方
・
商
工

会
な
ど
を
構
成
員
と
し
て

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

組
む
協
議
の
場
」
を
設
け
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
？

議　員

問商店街の活性化は
　答【町長】市場を見極め先を読んだ

ビジネスモデルを作り上げる
澤畑　宏之絆の会

経
済

活
性
経
済

活
性

駅前のにぎわいが懐かしい
活気ある商店街の再生はいかに

上（仁井田商店街）　下（宝積寺商店街）

豊富で新鮮な野菜をどう生かしていけるのか
（道の駅たかねざわ元気あっぷむら）

第
４
０
９
回
定
例
会

決
算
審
査
陳
情
・
意
見
書
委
員
会
審
議
採
決
結
果
・
傍
聴
者
の
声

日
常
調
査
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
＆
豆
知
識

一

般

質

問

一

般

質

問
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ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
時
代

に
あ
っ
た
生
涯
学
習
を

Ｑ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
で
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
は
機
能
を
失

い
か
け
て
い
る
。

　
今
こ
そ
、
社
会
生
活
の
連

携
と
い
う
理
念
を
念
頭
に
、

町
民
の
学
習
の
場
を
設
け
る

必
要
性
を
感
じ
る
が
？

Ａ		

教
育
長

　
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
で
き
な

い
で
は
な
く
、
一
つ
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
、
新
し
い
生

涯
学
習
の
形
態
を
提
供
す
る

こ
と
は
、
今
日
の
社
会
情
勢

や
社
会
の
在
り
方
を
主
体
的

に
学
ぶ
こ
と
に
繋
が
る
。

　
こ
の
状
況
下
で
も
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
や
人
づ
く

り
は
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
新
し
い
生
涯
学
習
の
形
態

で
、
町
民
の
学
習
の
場
を
絶

や
さ
な
い
た
め
に
知
恵
を
出

し
、
工
夫
し
な
が
ら
学
習
の

場
を
提
供
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
を

　
答【
教
育
長
】

　
　
　
新
し
い
生
涯
学
習
の
提
供
へ

法
人
化
に
よ
る課題

解
決
へ

Ｑ
農
事
組
合
を
通
じ

た
農
業
経
営
の
法

人
化
は
、
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
が
？

Ａ		

町
長

　
農
業
経
営
の
法
人
化
は
、税

制
面
の
優
遇
措
置
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
に
加
え
、そ
の
地
区
の

担
い
手
不
足
の
解
消
や
、新
た

な
雇
用
を
生
み
出
す
な
ど
、論

理
的
に
は
長
所
が
多
く
あ
る
。

　
し
か
し
、
法
人
化
以
前
に

お
け
る
経
営
規
模
の
違
い
な

ど
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
に
お
け

る
農
業
の
現
状
と
課
題
を
明

確
に
し
、「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

を
核
に
、
農
業
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

ん
で
行
く
。

参
考
（
９
月
１
日
現
在
）

　
認
定
農
業
者　
　
　
２
４
５
人

　
認
定
農
業
法
人　
　
　
７
法
人

　
集
落
営
農
組
織　
　
　
２
組
織

地
域
農
業
の
方
向
性
を

共
有
す
べ
き

Ｑ
「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

を
踏
ま
え
、
経
営

体
・
担
い
手
の
育
成
・
販
売

力
強
化
を
す
る
た
め
、
生
産

者
な
ど
と
よ
り
一
層
の
連
携

が
必
要
と
考
え
る
が
？

Ａ		

町
長

　
本
町
の
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
は
、
16
地
区
に
分
け
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
、
近
い
将
来
の
地
域
農

業
を
地
区
ご
と
の
課
題
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
そ
の
課
題
の
共

有
と
議
論
か
ら
始
め
た
い
。

　
質
問
の
主
旨
に
つ
い
て
は
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
推

進
の
な
か
で
、
そ
の
取
り
組

み
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
地

区
で
、
関
係
者
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
行
く
。

本
町
農
業
の
足
腰
と
な
る

拠
点
の
充
実
を

Ｑ
水
田
農
業
確
立
対

策
室
の
事
業
内
容

を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
本
町
農

業
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
、
組
織

の
充
実
が
必
要
と
思
う
が
？

Ａ		
町
長

　
水
田
農
業
確
立
対
策
室
は
、

町
と
農
協
で
運
営
し
、職
員

５
名
で
農
業
行
政
と
関
連
施

策
な
ど
の
推
進
を
図
って
い
る
。

　
さ
ら
に
、
今
年
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
、
遠
隔

で
水
田
の
水
位
確
認
や
水
口

の
管
理
を
行
う
「
ス
マ
ー
ト

農
業
推
進
事
業
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
有
効
性
が
確
認
で

き
た
技
術
は
、
農
業
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
補
助
制
度
の

検
討
を
し
て
い
る
。

議　員小林　栄治

問本町農業の足腰を強く
　答【町長】人・農地プランを核に連携

農
業
農
業 晨光の会

生
涯

学
習
生
涯

学
習

今やドローンは
農作業に欠かせない

地域社会は一人ひとりが主役です

第
４
０
９
回
定
例
会

決
算
審
査
陳
情
・
意
見
書
委
員
会
審
議
採
決
結
果
・
傍
聴
者
の
声

日
常
調
査
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
＆
豆
知
識

一

般

質

問

一

般

質
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議　員

子
育
て

子
育
て

　
学
習
意
欲
向
上
の
成
果
は
、

令
和
２
年
度
は
10
名
が
利
用

し
、
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、

わ
か
ら
な
い
点
を
自
ら
聞
き
、

様
々
な
相
談
を
自
ら
行
う
な

ど
、
学
習
面
に
お
け
る
成
長

が
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
学
習
習
慣
の
取
得

や
、
学
年
の
異
な
る
子
ど
も

た
ち
が
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
で
、

人
と
の
関
わ
り
方
を
習
得
す

る
な
ど
、
生
活
面
で
の
成
長

も
見
ら
れ
た
。

　
「
学
び
の
教
室
」
を
利
用

し
た
４
名
の
中
学
３
年
生
が
、

全
員
高
校
受
験
に
合
格
し
た

と
、
県
北
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
受
け
る
リ
ス
ク
の
高
い

「
ひ
と
り
親
世
帯
」
に
対
し

て
は
、
昨
年
度
よ
り
社
会
福

祉
協
議
会
が
町
ひ
と
り
親
家

庭
福
祉
会
と
連
携
し
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
の
提
供
を
随
時
実

施
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
帯
も
含
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
収
入

が
減
少
し
て
い
る
生
活
困
窮

者
が
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
先
、
い
つ
ま
で
続
く

か
わ
か
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の

取
り
組
み
を
継
続
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

生
活
困
窮
へ
の
寄
り
添
い

Ｑ
社
会
福
祉
協
議
会

と
連
携
し
た「
フ
ー

ド
バ
ン
ク
た
か
ね
ざ
わ
」
の

取
り
組
み
を
と
お
し
て
、
ど

の
よ
う
な
実
態
を
把
握
し
た

の
か
？

Ａ		

町
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
で
の
緊
急
小
口
資
金
な

ど
特
例
貸
付
や
、
健
康
福
祉

課
で
の
自
立
相
談
支
援
員
に

よ
る
困
窮
相
談
が
増
加
し
て

お
り
、
令
和
元
年
度
か
ら
２

年
度
で
は
、
支
援
件
数
が
２

倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。

学
ぶ
意
欲
醸
成
と
向
上

Ｑ
子
ど
も
の
貧
困
対

策
で
あ
る
、「
学

び
の
教
室
」
の
取
り
組
み
状

況
と
、
児
童
の
学
習
意
欲
向

上
の
成
果
は
？

Ａ		
町
長

　
こ
の
事
業
は
、
県
北
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て

お
り
、
生
活
保
護
や
生
活
困

窮
状
態
に
あ
る
世
帯
の
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
、
週
２

回
、
改
善
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

図
書
館
で
、
学
習
習
慣
・
生

活
習
慣
の
確
立
や
、
学
習
意

欲
の
向
上
を
目
的
に
、
２
時

間
の
自
習
形
式
で
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
へ

手
厚
い
支
援
を

Ｑ
町
長
の
選
挙
公
約

で
あ
る
「
小
中
学

校
の
給
食
費
、
保
育
園
・
幼

稚
園
の
副
食
費
の
減
免
」
を

優
先
に
実
施
す
べ
き
で
は
？

Ａ		
町
長

　
４
年
間
の
任
期
中
で
、
減

免
を
進
め
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
子
育
て

応
援
対
策
の
効
果
や
、町
の
財

政
状
況
、社
会
経
済
環
境
の
変

化
な
ど
を
踏
ま
え
、他
の
施
策

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
慎
重
に
見
極

め
、最
適
な
手
法
を
シ
ミュレ
ー

シ
ョ
ン
し
、制
度
設
計
を
し
た

上
で
、事
業
の
開
始
時
期
を

政
策
的
に
判
断
し
て
い
く
。

森　　弘子

問子育て応援対策（町長公約）の実現の見通しは
　答【町長】任期中に減免を進める

法
人
化
に
よ
る課題

解
決
へ

Ｑ
農
事
組
合
を
通
じ

た
農
業
経
営
の
法

人
化
は
、
必
要
不
可
欠
と
考

え
る
が
？

Ａ		

町
長

　
農
業
経
営
の
法
人
化
は
、税

制
面
の
優
遇
措
置
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
に
加
え
、そ
の
地
区
の

担
い
手
不
足
の
解
消
や
、新
た

な
雇
用
を
生
み
出
す
な
ど
、論

理
的
に
は
長
所
が
多
く
あ
る
。

　
し
か
し
、
法
人
化
以
前
に

お
け
る
経
営
規
模
の
違
い
な

ど
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
に
お
け

る
農
業
の
現
状
と
課
題
を
明

確
に
し
、「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

を
核
に
、
農
業
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組

ん
で
行
く
。

参
考
（
９
月
１
日
現
在
）

　
認
定
農
業
者　
　
　
２
４
５
人

　
認
定
農
業
法
人　
　
　
７
法
人

　
集
落
営
農
組
織　
　
　
２
組
織

地
域
農
業
の
方
向
性
を

共
有
す
べ
き

Ｑ
「
人・農
地
プ
ラ
ン
」

を
踏
ま
え
、
経
営

体
・
担
い
手
の
育
成
・
販
売

力
強
化
を
す
る
た
め
、
生
産

者
な
ど
と
よ
り
一
層
の
連
携

が
必
要
と
考
え
る
が
？

Ａ		

町
長

　
本
町
の
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
は
、
16
地
区
に
分
け
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
、
近
い
将
来
の
地
域
農

業
を
地
区
ご
と
の
課
題
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
そ
の
課
題
の
共

有
と
議
論
か
ら
始
め
た
い
。

　
質
問
の
主
旨
に
つ
い
て
は
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
推

進
の
な
か
で
、
そ
の
取
り
組

み
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
地

区
で
、
関
係
者
と
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
行
く
。

 

 

 

 

 

 

 

  

 

本事業は、生活困窮者自立支援法に基づき、生活保護世帯や生活困窮状態にある世帯等の児童・生

徒に対し、学習支援や悩み・進学などの助言等を行い、児童等の学習習慣・生活習慣の確立や学習意

欲の向上を図ることを目的に、県北健康福祉センター（那須福祉事務所）が業務委託を行い実施して

いる事業です。 

◇ 支援対象児童・生徒 
    高根沢町在住下記世帯の小学４～６年生、中学生、高校生（高校中退者等含む） 

（１） 生活保護受給世帯 
（２） 準要保護世帯 
（３） 県北健康福祉センターが支援を必要と認める世帯 

 

◇ 教室会場と日時 

○ 高根沢町農村環境改善センター（高根沢町石末 1825） 又は 

高根沢町図書館中央館    （高根沢町宝積寺 1220-2） 

・毎週水曜日  午後４時から７時まで 

・毎週土曜日  午後２時から４時まで（7月より） 

  
◇ 費 用  無料 ※費用はかかりません。 

 

◇ 申込方法 高根沢町役場（健康福祉課）に申込書を提出してください。 

   

◇ 申込にあたっての留意事項 

① 利用申込書の提出後、保護者に対して、町役場に配置されている自立相談支援員との 

電話相談及び学習支援教室の支援員との面談（児童同席）を行います。 

② 募集定員に達した場合等は、面接後、調整させていただくことがあります。 

③ 詳しくは、以下にお問い合わせください。 

高根沢町 健康福祉課（自立相談支援員：星野）TEL ０２８－６７５－８１０５ 

栃木県 県北健康福祉センター        TEL ０２８７－２３－２１７１ 

 

◇ 本事業委託先 

   一般社団法人 栃木県若年者支援機構       TEL ０２８－６７８－４７４５ 

（経験豊かな学習支援スタッフがお子様の勉強を応援します。） 

たかねざわちゃんぽんで子ども達を
笑顔に（９月末の給食イベントにて）

助け合いのある共生社会に
イベントでのフードバンク（社協）

「学びの教室」チラシ

第
４
０
９
回
定
例
会

決
算
審
査
陳
情
・
意
見
書
委
員
会
審
議
採
決
結
果
・
傍
聴
者
の
声

日
常
調
査
ち
ょっ
と
ブ
レ
イ
ク
＆
豆
知
識

一

般

質

問

一

般
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笑顔ある日常を

議会だより
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精神 ・知的障がいを持つ方の

地域での受け皿に

「障がい者向けシェアハウス」

広報委員の突撃
インタビュー

あなたの声を町政に

佐
藤　
河
合
さ
ん
の
経
歴
に

「
劇
団
四
季
」
と
あ
り
ま
す

が
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

河
合　
大
阪
の
大
学
を
卒
業

し
、
東
京
の
人
材
会
社
で

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
入
社
７
年
目
、
20
代
最
後

の
年
に
起
き
た
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
、

思
い
切
っ
て
、
憧
れ
て
い
た

劇
団
経
営
の
仕
事
に
挑
戦
を

決
意
し
て
「
劇
団
四
季
」
に

入
団
し
ま
し
た
。

　

入
団
後
は
、
福
岡
・
広

島
・
名
古
屋
・
仙
台
・
静
岡

な
ど
地
方
公
演
を
担
当
し

て
、
各
自
治
体
や
小
中
学
校

や
事
業
者
の
方
と
一
緒
に
感

動
を
分
か
ち
合
う
喜
び
を
経

験
し
ま
し
た
。 

　
入
団
４
年
目
か
ら
は
、
日

本
で
は
初
上
演
と
な
る
「
リ

ト
ル
マ
ー
メ
イ
ド
」
東
京
公

演
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務

め
ま
し
た
。︵

自
慢
顔
・
笑
︶

　

30
代
最
後
の
年
に
退
団

し
、
障
が
い
者
向
け
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
「
ア
イ
リ
ブ
と
ち
ぎ
」

を
開
業
し
ま
し
た
。

佐
藤　
退
団
後
、
開
業
し
た

経
緯
は
？

河
合　
出
産
し
た
８
年
前
に

高
根
沢
へ
移
住
し
、退
団
ま
で

は
子
育
て
を
し
な
が
ら
東
京

通
勤
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
生
活
の
中
で
、
大

好
き
な
仕
事
が
続
け
ら
れ
た

の
は
「
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
が

あ
っ
て
の
こ
と
」
だ
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
退
団
後
は
地
域
に
恩
返
し

が
で
き
る
事
業
を
し
た
い
と

考
え
て
い
た
時
に
、
障
が
い

者
向
け
の
住
ま
い
が
極
端
に

不
足
し
て
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

　
ま
た
栃
木
県
で
は
、
精
神

病
院
は
多
い
が
、
退
院
後
の

地
域
の
受
け
皿
不
足
に
よ

り
、
長
期
に
お
よ
ぶ
社
会
的

な
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

自
立
が
で
き
な
い
方
が
多
数

い
る
こ
と
を
知
り
、
「
障
が

い
者
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

佐
藤　
開
業
し
て
良
か
っ
た

と
思
う
事
や
、
障
が
い
福
祉

に
対
す
る
課
題
は
？

河
合　
物
件
を
貸
し
て
く
だ

さ
る
大
家
さ
ん
と
す
ぐ
に
出

会
え
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　

他
の
町
で
は
、障
が
い
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
開
業
に
反

対
運
動
も
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、住
宅
街
の
ど

真
ん
中
で
開
業
し
ま
し
た
が
、

自
治
会・民
生
委
員・ご
近
所

さ
ん
か
ら
、
い
つ
も
暖
か
い

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
こ
で
開
業
し
て
よ
か
っ
た

と
思
う
瞬
間
で
す
。

　
当
事
者
の
方
々
の
暮
ら
し

を
支
え
る
上
で
、
ま
だ
課
題

は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
み
ん
な
で
考
え

て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤　
多
様
化
が
当
た
り
前

の
社
会
に
、
い
ま
必
要
な
こ

と
は
？

河
合　
誰
も
が
少
な
か
ら
ず

困
難
を
抱
え
て
い
る
現
代
に

お
い
て
、隣
人
が
抱
え
る
苦

し
み
す
べ
て
を
理
解
す
る
の

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
知
ろ
う
と

す
る
勇
気
と
行
動
こ
そ
が
、

大
切
な
人
の
大
き
な
力
に
な

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

佐
藤　
最
後
に
、
行
政
に
対

し
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

河
合　
他
県
か
ら
移
住
を
し

て
き
た
住
民
の
視
点
や
、
開

業
し
て
間
も
な
い
新
規
事
業

者
、
若
者
や
女
性
・
当
事
者

の
意
見
が
行
政
に
反
映
さ
れ

る
具
体
的
な
仕
組
み
が
必
要

で
す
。

　

柔
軟
性
と
ス
ピ
ー
ド
感 

は
、
若
者
や
移
住
者
の
強
み

で
あ
り
、
創
造
性
は
新
規
事

業
者
の
得
意
分
野
で
す
。

　

３
児
の
母
親
と
し
て
も
、

多
様
性
を
分
か
ち
合
え
る
魅

力
あ
る
行
政
に
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

～
取
材
を
終
え
て
～

　

今
回
、
河
合
さ
ん
に
取
材

し
、
今
の
時
代
の
多
様
性
の

暮
ら
し
が
当
た
り
前
で
あ
る

社
会
を
き
ち
ん
と
築
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
町
に
暮
ら
す
方
々

が
、
障
が
い
を
持
つ
方
の
良

き
理
解
者
と
な
り
、
や
さ

し
い
心
の
通
う
あ
た
た
か
い

町
と
な
る
よ
う
、
議
会
と
し

て
、
施
策
提
言
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

超
有
名
劇
団
で
大
活
躍

地
域
と
福
祉
の
架
け
橋
に

相
互
理
解
の
あ
る
ま
ち
へ

偏
見
・
差
別
な
き
社
会
へ

栃
木
県
の
精
神
・
知
的

障
が
い
者
の
実
情

事
業
所
紹
介

合
同
会
社

リ
ビ
ン
グ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

「
ア
イ
リ
ブ
と
ち
ぎ
」

住
居
数

　
宝
積
寺
・
宝
石
台
に
５
棟

見
学
・
体
験
入
居
可
能

相
談
・
問
い
合
わ
せ

０
２
８・６
１
２・６
４
５
８

∞プロフィール∞

河
かわあい
合　明

あき
子
こ
さん

出  身  地　福岡県北九州市
お住まい　光陽台
学　　歴　大阪芸術大学
　　　　 （芸術計画学科卒業）
趣　　味　空き家めぐり

　
大
阪
芸
大
卒
業
後
に
、キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経

て
「
劇
団
四
季
」
に
入
団
。

　

退
団
後
、
福
祉
事
業
に
目

を
向
け
た
河
合
さ
ん
に
、
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

自身が手掛けた公演を
娘さんと

入居者が作った素敵
な作品

アットホームな入居者さんとスタッフ

TEL
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	15たかねざわ議会だより157号CTP
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